
第 8 回 東日本大震災子ども支援ネットワーク運営委員会 

 

日時：2011 年 9 月 8 日 11：00~13：00 

場所：東洋大学 2 号館 6 階 B 会議室 

参加者 日本ユニセフ協会(2 名)、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン(1 名) 

    チャイルドライン(1 名)、子どもの権利総合研究所(1 名)、事務局(1 名) 

①各団体からの報告 

・「子ども環境フォーラム」(8/19 に宮城県と関西の子ども達の交流旅行を実施)  

・子どもたちも震災後の時の移り変わりと共に、気持ちが変化している。 

・ セーブ・ザ・チルドレンでは、東日本大震災復興支援として、子ども参加によるま

ちづくり"Speaking Out From Tohoku～子ども参加でより良いまちに！～"を実施。 

URL：http://www.savechildren.or.jp/sc_activity/japan-em1/20110825.html 

②意見交換会の報告 

・「子ども支援意見交換会」への国会議員からの反響は大きい。第 3 回目を実施してほ

しいという要望あり。 

・子ども参加のシンポジウムの開催を検討する。 

③事務局から 

(1) 新たな参加団体・アドバイザーの追加について 

・新たなアドバイザーに千葉大学教授木下勇さんを承認。 

・新たな参加団体に「NPO 法人コドモ・ワカモノまち ing 」(川森玲子理事)を承認。 

(2) HP について 

・NW の組織についてのアクセスが多い。ページでは「子どもの目・子どもの声」110 

数件のメッセージが集まる。 

・文部科学省関係者から「子どもの目・子ども声」への記載についての細かい質問と指

摘があったため、HP 上に次の文言を加えた。 

 

「子どもの目・子どもの声」は、個人情報保護のための最小限の修正を除き、すべて子

どもから寄せられた原文のまま掲載しています。 

太字やフォントの大きさ、「！」等についても一切追加や削除、編集は加えておりませ

ん。誤字や意味が通じにくいところもあるかと思いますが、ご了承ください。 

 

 (3) これまでの問い合わせと対応について 

・事務局水曜日開設、交信は毎日取り合っている。物品提供については随時対応。 

・毎日新聞 7 月 31 日(日刊)に「子どもの目・子どもの声」の記事が掲載された。  


